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ニドの MIC 分布. 結核 2018; 93(4): 279. 

22. 山田博之, 近松絹代, 青野昭男, 五十嵐ゆり子, 村瀬良朗, 髙木明子, 御手洗 聡. 氷包埋クライオ電子顕微鏡観察

による抗酸菌基礎形態データの比較検討. 結核 2018; 93(4): 287. 

23. 近松絹代 , 青野昭男 , 森本耕三 , 長谷川直樹 , 五十嵐ゆり子 , 村瀬良朗 , 山田博之 , 髙木明子 , 御手洗 聡 . M. 
abscessus における Erythromycin と Thiostrepton の erm 誘導能評価. 結核 2018; 93(4): 316. 



 
 

                                           

 5 

24. 髙木明子, 吉多仁子, 近松絹代, 青野昭男, 村瀬良朗, 五十嵐ゆり子, 山田博之, 田村嘉孝, 永井崇之, 御手洗 聡. 
超多剤耐性結核菌の最小発育阻止濃度及び遺伝子変異の経時的検討. 結核 2018; 93(4): 320. 

25. 瀧井猛将, 御手洗 聡, 岩本朋忠, 吉田志緒美, 森重雄太, 五十嵐ゆり子, 近松絹代, 青野昭男, 村瀬良朗, 髙木明子, 
内村和広, 土方美奈子, 大角晃弘, 慶長直人, 加藤誠也. アジアの結核菌のゲノムデータベース”Genome Research for 
Asian Tuberculosis (GReAT)”の構築. 結核 2018; 93(4): 345. 

26. 村瀬良朗, 泉 清彦, 大角晃弘, 青野昭男, 近松絹代, 山田博之, 五十嵐ゆり子, 髙木明子, 御手洗 聡. 結核菌 VNTR
情報を用いた広域比較の必要性について. 結核 2018; 93(4): 346. 

27. 内田そのえ, 本城 心, 小宮幸作, 瀧川修一, 吉松哲之, 大津達也, 御手洗 聡, 瀧井猛将, 門田淳一. 吸引喀痰より

M. massiliense が同定された 15 症例の臨床的検討. 結核 2018; 93(4): 372. 

28. 田上陽一, 佐々木結花, 田中良明, 奥村昌夫, 尾形英雄, 後藤 元, 御手洗 聡, 川名明彦. RFP 感受性を示した rpoB
遺伝子変異 Leu 511 Pro 陽性の肺結核の 1 例. プログラム・抄録集 p167 第 67 回日本感染症学会東日本地方会学術

集会 第 65 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会 2018 

29. 小林道雄, 泉 幸江, 橘 輝彦, 畠山知之, 小原講二, 阿部エリカ, 和田千鶴, 豊島 至, 間宮繁夫, 杉江琢美, 青野昭男, 
御手洗 聡. 神経難病病棟で多発した M. abscessus 陽性症例の臨床経過. 第 72 回国立病院総合医学会 神戸 2018 年

11 月 9〜10 日 

30. 泉 幸江, 阿部エリカ, 畠山知之, 小林道雄, 豊島 至, 佐藤さつき, 菊地久子, 浅尾直哉, 橘 輝彦, 杉江琢美, 青野昭

男, 御手洗 聡, 間宮繁夫. 神経難病病棟で発生した M. abscessus 陽性患者の感染対応. 第 72 回国立病院総合医学会 
神戸 2018 年 11 月 9〜10 日 

31. 慶長直人 , 松下育美, 瀬戸真太郎, 土方美奈子 , 前田伸司. ヒト抗酸菌症における宿主関連遺伝子と疾患感受

性.(S4-4). 結核. 93(4): 253, 2018. 第 93 回日本結核病学会総会, 大阪, 2018 年 6 月 23-24 日 

32. 土方美奈子, 松下育美, 瀬戸真太郎, 慶長直人. 次世代シークエンサーを用いた潜在性結核感染症のバイオ�マーカ

ーとなる全血中�マイクロ RNA の網羅探索. 結核. 93(4):289, 2018. 第 93 回日本結核病学会総会, 大阪, 2018 年 6 月

23-24 日 

33. 瀬戸真太郎, 森本耕三, 吉田勤, 土方美奈子, 松下育美, 白石祐治, 倉島篤行, 慶長直人. プロテオミクスによる(多
剤耐性)結核症、 および Mycobacterium avium  complex 症肉芽腫の分子病理学的解析.( 一般演題 004), 結核. 93(4): 
286, 2018. 第 93 回日本結核病学会総会, 大阪, 2018 年 6 月 23-24 日 

34. 瀧井猛将, 御手洗 聡, 岩本朋忠, 吉田志緒美, 森重雄太, 五十嵐ゆり子, 近松絹代, 青野昭男, 村瀬良朗, 高木明

子 , 内村和広 , 土方美奈子 , 大角晃弘 , 慶長直人 , 加藤誠也 . アジアの結核菌のゲノムデータベース”Genome 
Research for Asian Tuberculosis (GReAT)”の構築.(一般演題 122), 結核. 93(4): 345, 2018. 第 93 回日本結核病学会総会, 
大阪, 2018 年 6 月 23-24 日 

35. 土方美奈子, 松下育美, 森本耕三, 倉島篤行, 白石裕治, 慶長直人. RNA-Seq を用いた肺 MAC 症に関連する気道上皮

系遺伝子の網羅的探索.(シンポジウムⅠ), 第 37 回気道分泌研究会, 札幌, 2018 年 4 月 7 日 

36. 瀧井猛将，御手洗 聡，森重雄太，加藤健吾，山下明史，関塚剛史，大角晃弘，慶長直人，黒田誠，加藤誠也. 2007
年に全国から収集した結核菌株の全ゲノム解析. 第 91 回日本細菌学会総会. 2018 年 3 月 27～29 日，於福岡，ポスタ

ーP-026. 

37. 村瀬良朗，泉清彦，大角晃弘，青野昭男，近松絹代，山田博之，五十嵐ゆり子，高木明子，御手洗 聡. 本邦にお

ける VNTR 法を用いた結核の地域内感染伝播予測. 第 91 回日本細菌学会総会. 2018 年 3 月 27～29 日，於福岡，ポ

スタ-P-032. 

38. 大角晃弘．欧米先進国における外国生まれ結核患者の現状と対策. 第 93 回日本結核病学会総会．2018 年 6 月 23～
24 日．於大阪．シンポジウム２ 外国生まれ結核患者の現状と対策．結核 2018; 93(4):237-238. 

39. 平尾晋，大角晃弘，吉川秀夫．結核患者の受診・診断・発見の遅れと関連する要因に関する検討．第 93 回日本結核

病学会総会．2018 年 6 月 23～24 日．於大阪．結核 2018; 93(4): 291. 

40. 平尾晋，大角晃弘．肺結核の診断の遅れに関する要因の検討．第 93 回日本結核病学会総会．2018 年 6 月 23～24 日．

於大阪．結核 2018; 93(4): 292. 

41. 河津里沙，内村和広，泉清彦，大角晃弘．TB in Japan 2017 の解説．第 93 回日本結核病学会総会．2018 年 6 月 23～
24 日．於大阪．結核 2018; 93(4): 343. 

42. 内村和広，河津里沙，大角晃弘，加藤誠也，小向潤，青木理恵，清水直子，松本健二，吉田秀樹．接触者健診から

見た職業別二次感染リスクの検討．第 93 回日本結核病学会総会．2018 年 6 月 23～24 日．於大阪．結核 2018; 93(4): 
344. 
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43. 下内昭，堂本香代子，笠井幸，松本健二，小向潤，津田侑子，吉田秀樹，大角晃弘．大阪市貧困地域における結核

発症要因の症例対照研究．第 93 回日本結核病学会総会．2018 年 6 月 23～24 日．於大阪．結核 2018; 93(4): 345. 

44. 瀧井猛将，御手洗 聡，岩本朋忠，吉田志緒美，森重雄太，五十嵐ゆり子，近松絹代，青野昭男，村瀬良朗，高木

明子，内村和広，土方美奈子，大角晃弘，慶長直人，加藤誠也. アジアの結核菌のゲノムデータベース"Genome Research 
for Asian Tuberculosis (GReAT)"の構築．第 93 回日本結核病学会総会．2018 年 6 月 23～24 日．於大阪．結核 2018; 93(4): 
345.@ 

45. 村瀬良朗，泉清彦，大角晃弘，青野昭男，近松絹代，山田博之，五十嵐ゆり子，高木明子，御手洗 聡. 結核菌 VNTR
情報を用いた広域比較の必要性について．第 93 回日本結核病学会総会．2018 年 6 月 23～24 日．於大阪．結核 2018; 
93(4): 346. 

46. 河津里沙，大角晃弘．結核患者の国際医療連携制度に関する調査. 第 33 回国際保健医療学会, 2018 年 12 月 1～2 日, 
於小平. O-41, 抄録 67 頁． 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 0 0 0 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

御手洗 聡・教授 理事・抗酸菌検査法検討委員会委員長 日本結核病学会 

御手洗 聡・教授 Journal of Infection and Chemotherapy 編集委員 日本感染症学会 日本化学療法学会 

御手洗 聡・教授 評議員・精度管理委員 日本臨床微生物学会 

御手洗 聡・教授 感染症診査協議会委員 東京都荒川区荒川保健所 

御手洗 聡・教授 学校結核対策委員会委員 東京都荒川区教育委員会 

御手洗 聡・教授 Global Laboratory Initiative member World Health Organisation StopTB Partnership 

御手洗 聡・教授 Editorial Board Member Journal of Microbiological Method 

御手洗 聡・教授 Editorial Board Member International Journal of Mycobacteriology 

御手洗 聡・教授 外部精度管理事業企画検討委員会委員 厚生労働省健康局 

御手洗 聡・教授 薬剤耐性ワンヘルス動向調査検討委員会委員 厚生労働省健康局 

御手洗 聡・教授 Board member Zambia Tuberculosis and Leprosy Trust 
(ZATULET) 

大角晃弘・准教授 日本国際保健医療学会 代議員 

大角晃弘・准教授 日本結核病学会 代議員 

大角晃弘・准教授 感染症診査協議会委員 東京都渋谷区 

大角晃弘・准教授 学校結核対策委員会委員 東京都渋谷区 

大角晃弘・准教授 結核対策推進会議委員 神奈川県川崎市 

大角晃弘・准教授 感染症発生動向調査検討委員会委員 埼玉県 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

御手洗 聡・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
代表 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業｢オミックス情報に基づく結

核感染制御技術の開発研究｣ 

御手洗 聡・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業｢結核低蔓延化に向けた国内
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の結核対策に資する研究｣ 

御手洗 聡・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業｢非結核性抗酸菌症の発生動

向把握及び診断・治療法の開発に向けた研

究｣ 

御手洗 聡・教授 厚生労働省 分担 新興･再興感染症及び予防接種政策推進研究

事業研究｢国内の病原体サーベイランスに資

す る 機 能 的 な ラ ボ ネ ッ ト ワ ー ク の                                                    

強化に関する研究｣ 

御手洗 聡・教授 文部科学省 代表 文部科学省科学研究費基盤 C 一般｢抗酸菌前

処理法の効率化に関する研究｣ 

慶長直人・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進事業「海外とのネットワークを活用し

た多剤耐性結核の総合的対策に資する研究」 

慶長直人・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進事業「オミックス情報に基づく結核感

染制御技術の開発研究」 

慶長直人・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業｢結核の診断及び治療の強化

等に関する革新的な手法の開発に関する研

究｣ 

慶長直人・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 感染症研究国際展開戦略プログラム「ベトナ

ムにおける感染症制御研究・開発プロジェク

ト」 

慶長直人・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 地球規模課題対応国際科学技術協力プログ

ラム「効果的な結核対策のためのヒトと病原

菌のゲノム情報の統合的活用」 

慶長直人・教授 厚生労働科学研究費補助金 分担 難治性疾患政策研究事業「びまん性肺疾患に

関する調査研究」 

慶長直人・教授 学術研究助成基金助成金 分担 
 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成

金）基盤研究（C）「HLA 領域のムチン MUC22
遺伝子とアジア人の非嚢胞性線維症性気管

支拡張症の検討」 

大角晃弘・准教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED） 
分担 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業「効果的・効率的な感染・発

病予防対策」 

大角晃弘・准教授 厚生労働省 代表 地球規模保健課題解決推進のための行政施

策に関する研究事業「持続可能な開発のため

の 2030 アジェンダの保健課題解決に向け

た行政施策に資する研究」 

大角晃弘・准教授 文部科学省 代表 文部科学省科学研究費基盤 C 一般「結核対

策と喫煙対策の連携はいかに有効か？－フ

ィリピン都市部貧困層における検討」 

大角晃弘・准教授 文部科学省 分担 文部科学省科学研究費基盤 C一般「刑事施設

における潜在性結核感染症スクリーニング

の有用性に関する検討」 

御手洗 聡・教授 JANSSEN PHARMACEUTICA N.V. Bedaquiline 外部精度評価及びブレイクポイ

ント適正性評価 

御手洗 聡・教授 和光純薬 遺伝子増幅法による結核菌及び

Mycobacterium avium/intracellulare 同定検査

システムの性能評価 
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御手洗 聡・教授 ヤンセンファーマ TMC207 の第Ⅱ相試験および多剤耐性結核

菌に対する MIC 測定 

御手洗 聡・教授 AFI テクノロジー・極東製薬工業 抗酸菌の迅速濃縮、高感度検出に関する手法

およびシステムの研究開発 

御手洗 聡・教授 医学生物学研究所 抗酸菌核酸同定試薬の開発 

御手洗 聡・教授 カネカ 抗酸菌核酸同定試薬の開発 

御手洗 聡・教授 極東製薬工業 抗酸菌感受性検査試薬の開発 

御手洗 聡・教授 ロシュ・ダイアグノスティクス 抗酸菌核酸同定試薬の開発 

御手洗 聡・教授 Foundation for Innovative New Diagnostics (FIND) 抗酸菌検出試薬の開発 

御手洗 聡・教授 LSI メディエンス 抗酸菌検出試薬の開発 

御手洗 聡・教授 明治製菓ファルマ 抗抗酸菌薬の研究開発 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

御手洗 聡・教授 非常勤講師 東北大学大学院医学系研究科 

慶長直人・教授 日本結核病学会 代議員 

慶長直人・教授 中野区感染症診査協議会委員 東京都中野区 

慶長直人・教授 複十字病院呼吸器センター呼吸器内科 公益財団法人結核予防会複十字病院 

慶長直人・教授 東京大学医学部呼吸器学非常勤講師 東京大学 

慶長直人・教授 帝京大学アジア国際感染症制御研究所運営

委員会委員 

帝京大学アジア国際感染症制御研究所 

大角晃弘・准教授 非常勤講師 東海大学健康科学部 看護学科大学院 

大角晃弘・准教授 非常勤講師 東海大学医学部 医学科 

大角晃弘・准教授 非常勤講師 埼玉県立大学 保健医療福祉学部健康開発学科 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

御手洗 聡・教授 結核、昔の病気じゃな

い  ２ 週 間 続 く せ

き・微熱は受診を. 

朝日新聞 2018 年 
2 月 17 日 

結核症中蔓延状況に関する啓蒙であり、

社会を感染症から防衛する活動の一つ

である。 

 

学術賞受賞 
氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

御手洗 聡・教授 日本結核病学会賞（今村賞） 日本結核病学会 御手洗 聡，山田博之，青野昭男，

近松絹代，樋口武史，五十嵐ゆり

子，髙木明子. 三種病原体等に相

当する結核菌（超多剤耐性結核

菌）の同定検査に関する外部精度

評 価 . 結 核  2016; 91(11): 
717–725. 

 
○特筆すべき事項 
① Ohkado A. Executive Director, Research Institute of Tuberculosis/Japan Anti-Tuberculosis Association, Philippines, Inc. 

(RJPI), Manila, Philippines (2018/1–2018/12) 


